
みろくの世 

    

この星を天国にするために 初めにひな形として 

天国になる国があるという それが大和という国 

命
ぬち

どう宝なりこの国の人は そのことをみんな知っているよ 

生きとし生けるもののつながりと みんなの笑顔があふれている 

     

この海を航海していて 向こうに見えてくるのは 

小さな緑豊かな水清くあふるる 龍の形の島 

    

この星を天国にするために はじまりの神の御魂から分かれ 

幾星霜の年月を 生まれ変わって みろくの世を作る 

    

   地中深く封じられた 本物の神様が 

今やっと地の底から 表に現れて 

共に目覚むる魂たちよ  

この星の上に降り立った 御魂たちよ 

    

この星を天国にするために 善と悪との大芝居 

その筋書きはだれも知らぬままに 壮大なドラマの中にある 

    

われらはみろくの世を作るために 外に見る暗闇の大本を 

自分の心の中に見つけてゆく 

    

この星を天国にするために  

分かれた体をまたひとつにつないでゆく 

    

この星を天国にするために  

この星を天国にするために 

この星を天国にするために 


